
議案第７２号

杉並区会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する

条例

上記の議案を提出する。

令和４年１１月２５日

提出者 杉並区長 岸 本 聡 子

杉並区会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する

条例

第１６条第１項中「、３月１日」を削り、同条第２項中「、３月に支給する場合

においては１００分の２５、６月に支給する場合においては１００分の１０５、１

２月に支給する場合においては１００分の１１０」を「１００分の１２０」に改め

る。

第３０条第２項中「、３月に支給する場合においては１００分の２５、６月に支

給する場合においては１００分の１０５、１２月に支給する場合においては１００

分の１１０」を「１００分の１２０」に改める。

附 則

この条例は、令和５年４月１日から施行する。

（提案理由）

会計年度任用職員の給与を改定する必要がある。
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杉並区会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する

条例新旧対照表

新 条 例 旧 条 例

（フルタイム会計年度任用職員の期末手 （フルタイム会計年度任用職員の期末手

当） 当）

第１６条 期末手当は 、６月 第１６条 期末手当は、３月１日、６月

１日及び１２月１日（以下この条及び １日及び１２月１日（以下この条及び

第３０条において「基準日」とい 第３０条において「基準日」とい

う。）にそれぞれ在職するフルタイム う。）にそれぞれ在職するフルタイム

会計年度任用職員（規則等で定めるフ 会計年度任用職員（規則等で定めるフ

ルタイム会計年度任用職員を除く。） ルタイム会計年度任用職員を除く。）

に対して、それぞれ基準日の属する月 に対して、それぞれ基準日の属する月

の規則等で定める日に支給する。これ の規則等で定める日に支給する。これ

らの基準日前１箇月以内に退職し、又 らの基準日前１箇月以内に退職し、又

は死亡したフルタイム会計年度任用職 は死亡したフルタイム会計年度任用職

員（規則等で定めるフルタイム会計年 員（規則等で定めるフルタイム会計年

度任用職員を除く。）についても、ま 度任用職員を除く。）についても、ま

た同様とする。 た同様とする。

２ 期末手当の額は、第４条の規定によ ２ 期末手当の額は、第４条の規定によ

り決定された給料の月額を基礎として り決定された給料の月額を基礎として

規則等で定める額に１００分の１２０ 規則等で定める額に、３月に支給する

場合においては１００分の２５、６月

に支給する場合においては１００分の

１０５、１２月に支給する場合におい

を乗じて得た額 ては１００分の１１０を乗じて得た額

に、規則等で定める支給割合を乗じて に、規則等で定める支給割合を乗じて

得た額とする。 得た額とする。
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３及び４ 略 ３及び４ 略

（パートタイム会計年度任用職員の期末 （パートタイム会計年度任用職員の期末

手当） 手当）

第３０条 略 第３０条 略

２ 期末手当の額は、第１８条及び第１ ２ 期末手当の額は、第１８条及び第１

９条の規定により決定された報酬の額 ９条の規定により決定された報酬の額

を基礎として規則等で定める額に１０ を基礎として規則等で定める額に、３

０分の１２０ 月に支給する場合においては１００分

の２５、６月に支給する場合において

は１００分の１０５、１２月に支給す

を る場合においては１００分の１１０を

乗じて得た額に、規則等で定める支給 乗じて得た額に、規則等で定める支給

割合を乗じて得た額とする。 割合を乗じて得た額とする。

３及び４ 略 ３及び４ 略
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給与改定の概要 
 

杉並区会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を 

改正する条例 

 

項 目 改 正 内 容 

期 末手当 

支給月数 

区 分 現  行 改  正 

 ６月期 １.０５ １.２０ 

１２月期 １.１０ １.２０ 

 ３月期 ０.２５ － 

合計 ２.４０ ２.４０ 
 

施行期日 令和５年４月１日 

 


